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代表取締役社長

ご挨拶

テクノメタルは

SDGsに貢献できる企業に！

－Challenge the Impossible－

環境基本方針

当社は、天然資源やエネルギーを多く消費する企業であり、自然環境の

保護・保全が地域環境はもとよりグローバルな重要課題であることを認識し、

環境改善と地域との共生を推進します。

現在の日本経済を取り巻く環境は、コロナウイルス感染、円安、ウクライナ情勢等を受けた

資源高に直面しながらも、活動制限の緩和を受けた経済活動の活発化を背景に持ち直しに向

かっています。今後、ペントアップ需要の顕在化を主因に、自動車関連やデジタル関連を中心

に生産が増加すると予想され、ＤＸ （デジタル・トランスフォーメーション） GＸ（グリーン・トラス

フォーメーション）の推進、資源価格変動への対応などが不可欠であり、イノベーションの創出

による産業競争力の強化や人材育成を通じた成長と分配の好循環を達成する必要があると

感じております。

環境面では、自然災害、地球温暖化による気温上昇や海面水位の上昇、生態系への影響な

ど、さまざまな問題を抱えてます。日本では、「新しい資本主義の実現」の下、2050年のカーボ

ンニュートラルに向けて2030年度の温室効果ガス排出を46%削減することを目標に掲げ、達成

に向け単にエネルギーの供給構造の変革だけでなく、脱炭素に向けたGXとして、温暖化と経

済成長を結びつけた「成長志向型カーボンプライシング構想」に具合性・実現性を盛り込みまし

た。経済成長との両立を図るうえで、革新技術の開発・普及のためのイノベーションが不可欠

であり、日本の産業技術の向上にもつながるものと考えます。

これらに対し、当社は全員で考え 努力・挑戦・改善を迅速におこない、SDGs目標実現に向

け貢献していきます。
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会社概要

社 名 テクノメタル株式会社

所 在 地 本社・二本松工場 福島県二本松市高田１００番地

北本工場 埼玉県北本市古市場１丁目１００番地

設 立 １９７１年５月２０日

資 本 金 ２，５３０百万円

株 主 合同会社ジェイ・ヴイ・オー、三菱重工エンジン＆ターボチャージャー株式会社

従業員数 ６６０名（２０２２年１０月１日現在）

事業内容
自動車・建設機械・産業機械用 各種鋳造、鍛造及びアルミダイカスト部品の
製造、販売 及び 機械加工、サブアッセンブリ

主要顧客

沿 革

1970年06月 三菱重工業（株）から三菱自動車工業（株）が分離

1971年05月 三菱自動車工業（株）の全額出資により「東北三菱自動車部品（株）」として設立

1981年04月 東菱機工（株）を吸収合併し北本工場とする

1992年10月 社名を「三菱自動車テクノメタル（株）」と改称

2003年01月 三菱ふそうトラック・バス（株）が三菱自動車工業（株）から当社株式を継承

2003年03月 ISO14001（環境） 認証を取得

2003年10月 社名を「三菱ふそうテクノメタル（株）｣と改称

2004年06月 ISO9001（品質）認証を取得

2006年02月 旭テック（株）が筆頭株主となる。社名を｢テクノメタル（株）」と改称

2007年05月 ISO/TS16949（品質-自動車） 認証を取得

2007年08月 旭テック（株）が当社株式を100％取得

2015年06月 Amtek Auto社が当社株式を100%取得

2017年11月 テクノメタル（タイランド）社を子会社化
三菱重工エンジン＆ターボチャージャー(株)が当社株式の3.3%を取得

2018年05月 ISO/TS16949がIATF16949へ移行、認証取得

2022年03月 合同会社ジェイ・ヴイ・オーが当社株式の96.7%を取得

三菱ふそうトラック・バス株式会社 カヤバ株式会社 日野自動車株式会社

三菱重工業ｴﾝｼﾞﾝ＆ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬ株式会社 株式会社小松製作所 UDトラックス株式会社

三菱自動車工業株式会社 アイシン高丘株式会社 日産自動車株式会社

三菱ロジスネクスト株式会社 浅井ショーワ株式会社 日産工機株式会社

東京ファブリック工業株式会社 井関農機株式会社 ファナック株式会社

パーキンスジャパン合同会社 株式会社クボタ センクシア株式会社

三菱重工業株式会社 住金物産株式会社
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環境マネジメント

■環境管理 2021年度活動目標と実績

活動項目 目標 実績 評価
※ 2022年度活動目標

1．天然資源の有効活用
〔1〕ｴﾈﾙｷﾞｰの有効活用
ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量削減

2021年度ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量計
画の1％削減を目標に活動
・二本松工場 498ｋℓ
・北本工場 15.9ｋℓ

・二本松工場 544.0ｋℓ
・北本工場 22.2ｋℓ

◎
ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位実績により
得られる2022年のｴﾈﾙ
ｷﾞｰ使用計画量の1％低
減を目標として活動

〔2〕荷主に係わる省エネ
目標≦28.20ｋℓ/百万ﾄﾝｷﾛ 28.06ｋℓ/百万ﾄﾝｷﾛ

○
2021年度目標への再挑戦

2．ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝの実現
埋立処分率低減
再資源化率向上

二本松工場
・埋立処分率≦0.26％
・再資源化率≧98.73％
北本工場は維持管理

二本松工場
・埋立0.62％
・再資源98.30％

△

2021年度目標への再挑戦

3.環境改善
〔1〕法令順守 順守率100％ ・法令違反なし

・排出規制値順守良好
○ 順守率100％

法令改正確認の徹底

〔2〕公害未然予防 ・粉じん飛散対策

・油・濁水流出防止

・騒音規制の遵守

・吹き漏れテープチェック実施
・ダスト投入装置活用化実施
・貯留槽雨水処理能力調査
実施
・コンプレッサー低騒音機導
入

○

・粉じん飛散低減
・油・濁水流出防止
・騒音規制値の順守

4．有害物質の
使用量低減

・化学製品のﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ
実施
・有害化学物質含有資材
の代替え推進

・新規化学物質ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ
実施
・PRTR報告対象製品の代替
え化

○

・化学製品のﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ
実施
・有害化学物質含有資材
の代替え推進

5．環境配慮製品開発、
設備計画の実施

・環境に配慮した製品及び
生産工程の構築

・製造工程設計時の環境配
慮折込
・環境影響評価実施し、著し
い影響項目なし

○

・環境に配慮した製品及
び生産工程の構築

6．社会貢献、
地域社会との共生

・地域活動参加

・工場周囲環境点検
・地域活動への協賛
・地域住民、社員家族対象
イベント開催

・ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作戦
・剣道大会
・外構点検
・緑地・遊歩道開放

○

・社会貢献活動の計画と
実施

2021年度環境改善活動結果について、以下に示します。
エネルギー使用量削減は、目標をほぼ満足する結果が得られています。また、法令順守については、
大気、水質、騒音等の規制値順守を含め適正であることを確認しました。

※ 弊社｢環境目的・目標マネジメントプログラム」評価基準による



地球温暖化防止

■省エネルギーの推進

当社は、鋳造、鍛造メーカーとして多くの電力や燃料を消費しており、また二本松工場で
は2017年以降、製品の付加価値を上げるため、加工を取込み事業を拡大しております。
省エネ及びCO2の排出抑制を環境改善活動の重要テーマとして取組んでいます。

◆エネルギー使用量、原単位の推移

◆ CO2排出量と原単位の推移
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地球温暖化防止

輸送業者及び顧客と連携して、直送化、加工付受注、アイドリングストップ活動、及び
デジタコによる燃費管理推進等の活動を実施しています。

◆製品輸送等に関わる省エネ活動

対象エネルギー：製品関係の輸送用燃料
産業廃棄物関係の輸送用燃料

毎年、２月の省エネルギー月間と８月には省エネキャンペーンと題して省エネ意識向
上を目的とした各種行事を展開しています。

◆省エネ活動の推進

省エネ講習会(22/2月)啓蒙活動ポスター
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廃棄物の削減

■廃棄物発生量の低減

生産活動ではさまざまな種類の廃棄物が発生します。当社では、廃棄物も貴重な資源
と考え、全社員が知恵をしぼり、再利用による減量化や再資源化の拡大などに取り組
んでいます。また、再資源化利用の有価物化を目指す活動も積極的にも取り組んでい
ます。

◆生産量と廃棄物発生量の推移

◆再資源化率と埋立処分率の推移（二本松工場）

0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8

0
30
60
90
120
150
180

2013 14 15 16 17 18 19 20 21

二本松工場
生産量（千ﾄﾝ/年）

発生量（千ﾄﾝ/年）

発生原単位（t/T）

(千ton/年)
(ton/ton)

年度

生
産
量

・
発
生
量

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0

2

4

6

8

10

2013 14 15 16 17 18 19 20 21

北本工場
生産量（千ﾄﾝ/年）

発生量（千ﾄﾝ/年）

発生原単位（t/T）

(千ton/年)
(ton/ton)

年度

生
産
量

・
発
生
量

0

2

4

6

8

10

75

80

85

90

95

100

2013 14 15 16 17 18 19 20 21

再資源化率

埋立処分率(％) (％)

年度

再
資
源
化
率

埋
立
処
分
率



- 8 -

有害物質の管理

■PCB（ポリ塩化ビフェニルの管理）

■PRTR

二本松・北本工場共に、PCBを含む使用済みコンデンサー類を保管しており、「廃棄物
の処理及び清掃に関する法律」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進
に関する特別措置法」に定める基準により適切に保管・管理しています。
現在使用中の物を含め、定められた期限内の処置を進めていきます。

◆ PCB保管状況

コンデンサー 保管数量 北本工場 2台

リアクトル 使用設置数量 二本松工場 16台

トランス
保管数量
使用設置数量

二本松工場
二本松工場

0台
6台

安定器
保管数量 二本松工場

北本工場
173台
43台

二本松、北本両工場は、PRTR法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管
理の改善の促進に関する法律）に基づく、指定化学物質の排出・移動量の報告義務
を有し、その結果を各県知事に報告、届出しています。
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事業活動の環境負荷

■環境負荷の状況（二本松工場）

当社では、鋳造、鍛造事業の生産活動に使用される、エネルギーや原材料、水、化学製品
等のインプットと、製造過程で発生する廃棄物や排水、化学物質の排出量等のアウトプット
を定量化、管理し、環境負荷低減活動に活用しています。
以下に2021年度の環境負荷を示します。

エネルギーの使用

電力：31,923 ｋℓ

燃料：14,339 ｋℓ

水の使用

上水： 77,067 m3

工水：449,846 m3

原料の使用

鋳造：63,927 ton

鍛造：25,869 ton

アルミ：3,750 ton

化学物質の使用

PRTR使用量：
276 ton

製品

鋳造：63,626 ton

鍛造：20,975 ton

アルミ：2,765 ｔon

廃棄物の排出

廃棄物発生量：54,118 ton

リサイクル量：53,201 ｔon

最終埋立量：337 ton

大気への放出

SOX排出量：22.7 ton

NOX排出量：41.7 ton

煤塵排出量：35.9 ton

温室効果ガス

CO2排出量：110千ton-CO2

水系への排出

排水量：367,832 m3

BOD排出量：0.84 ton

COD排出量：2.06 ton

SS排出量 ：1.08 ton

化学物質の排出

PRTR排出量：61 ｔon
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環境保全、地域社会及び社員との共生

■環境保全活動

環境保全委員会の活動を通して、環境改善・環境保全を継続的に進め、「環境にやさしい
企業」を心掛けています。

二本松工場、北本工場ともに構内は多くの樹
木が植えられ、目で四季を感じられます。
2021年度、二本松工場では、構内に新たにベ
ニカナメモチ（レッドロビン）の苗木20本を植栽
しました。
ベニカナメモチは、葉が色鮮やかな赤色をし、
成長スピードが早い特徴があります。
夏場のエアコン屋外機への直射日光を遮るよ
うに植栽したことで、樹高が3、4メートルに成長
すれば、将来の省エネ効果を期待しています。

◆構内緑化活動

◆環境月間行事

毎年6月の環境月間に合わせ、環境に対する意識高揚を図っています。

【環境月間行事】
・ 環境点検の実施
・ 周辺道路のクリーンアップ作戦の実施
・ 環境改善提案提出推進月間

◆工場周辺の環境整備

毎年2回、工場周辺の環境点検、ごみ拾
いを行っています。また、草刈や樹木の
剪定も定期的に行い、環境整備に努め
ています。



■ステークホルダーとの交流・貢献活動

◆ ステークホルダーとの交流

《二本松工場北側緑地解放デー》

《モノづくり体験デー》

新型コロナウイルス感染症の影響による活動制限がある中で、工夫を凝らし地域社会
及び社員との交流が行っています。

これは、二本松工場北側の緑地は、4月に
なるとソメイヨシノやシダレザクラ、レンギョ
ウ、ハナモモなどが満開の花を咲かせて
おり、花見遊歩道と緑地広場を色鮮やか
に彩ります。草花が見頃を迎えるこの時季
に近隣住民の方々などを対象にイベントを
開催しています。

次世代育成支援の一環として、また家族
のコミュニケーションを深めてもらうことを
目的として3年ぶりの開催となりました。

《グリーン調達表彰》

SDGs（持続可能な開発目標）への取り組
みの観点からCO2削減をテーマに走行距
離削減を実行したことが評価され、株式会
社クボタ様より表彰を受けました。
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環境保全、地域社会及び社員との共生



◆ 社会貢献

工場隣接道路のクリーンアップ活動

二本松菊人形への協賛

公園草刈・清掃活動

地域スポーツ行事への協賛及び後援 歳末助け合い募金

二本松提灯祭りへの協賛
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環境保全、地域社会及び社員との共生



本社・二本松工場 福島県二本松市高田１００番地
北本工場 埼玉県北本市古市場１丁目１００番地

テクノメタル株式会社
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